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南三陸町議会だより 第61 号 ●２南三陸町議会だより 第61 号●３

総
括
的
質
疑

震災 11年目 予算震災 11年目 予算震災 11年目 予算  ３月
定例会

問答

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

市場事業特別会計

漁業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計

訪問看護ステーション事業会計

会計区分　　　　　　　　　　予算額　　　　　　　　　　前年比

２０億２,０００万円

１億４,７００万円

1６億円

４,５００万円

１,７００万円

１億１,５４０万円

1１億０,１７３万円

２０億９,５０９万円

５,２００万円

＋５.１％（　   ９,800 万円）

＋８.９％（　　 1,200 万円）

＋０.１％（   　　 150 万円）

＋２７.１％（　　　 960 万円）

－１９.０％（　 　　400 万円）

－３８.３％（  　  7,160 万円）

－４２.７％（８億 2,147 万円）

－３.９％（　　 8,507 万円）

＋８.３％（　　　 400 万円）
可決

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
住

民
と
の
協
働
は
大
事
だ
が
、

人
に
任
せ
る
、
人
を
育
て
る

と
い
う
こ
と
は
役
場
職
員
が

苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
な
の
で

は
。

　
　

そ
う
苦
手
と
は
感
じ
て

い
な
い
。
地
域
の
団
体
か
ら

も
、
た
ま
に
は
会
議
に
顔
を

出
し
て
と
気
さ
く
に
頼
ま
れ

た
り
も
す
る
。
こ
れ
か
ら
も

職
員
一
同
知
恵
を
絞
り
、
不

断
の
努
力
で
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
く
。

令和３年度

当初予算

原案どおり
原案どおり

特 　集

施
政
方
針
４
つ
の
柱

規模大幅縮小規模大幅縮小規模大幅縮小

特別会計

令和３年度　一般会計当初予算

１２２億５０００万円

こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す

こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す

住
民
が
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
事
業
の
終
幕

　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
は

２
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
当

初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
慎
重
な
審
査
の
結

果
、
一
般
会
計
予
算
・
特
別

会
計
予
算
と
も
に
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
て
報
告
、
本
会

議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

道の駅・伝承施設→９０００万円
震災アート制作・展示制作委託料など。
道の駅・伝承施設→９０００万円
震災アート制作・展示制作委託料など。

入谷横断１号線工事→１億３５００万円
１期工事は、令和４年度完了予定だが進
捗率は30％。

入谷横断１号線工事→１億３５００万円
１期工事は、令和４年度完了予定だが進
捗率は30％。

防潮堤工事→ 約14憶３５００万円
12漁港海岸線防潮堤工事などに。
防潮堤工事→ 約14憶３５００万円
12漁港海岸線防潮堤工事などに。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
高
齢

者
が
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
が
再
開
さ
れ
る
が
。

　
　

お
年
寄
り
が
光
り
輝
く
、

夢
や
目
標
を
持
ち
、
趣
味
を

活
か
し
て
楽
し
い
毎
日
を
暮

ら
す
こ
と
で
あ
る
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
再
開
で

生
き
が
い
が
見
え
て
き
た
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
行
政

は
継
続
が
大
事
だ
が
時
代
の

流
れ
の
先
を
見
る
こ
と
も
大

切
だ
。
復
興
予
算
が
減
り
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
で
４
本

柱
を
掲
げ
た
が
新
し
い
発
想

で
予
算
化
し
た
の
は
。

　
　

町
と
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
も
の
は
、
２
年

半
前
登
録
の
「
ラ
ム
サ
ー

ル
」
だ
。
日
本
の
志
津
川
湾

が
世
界
の
志
津
川
湾
へ
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
町
の
大
き

な
財
産
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル

が
展
開
の
柱
だ
。
本
腰
を
入

れ
交
流
人
口
拡
大
に
取
り
組

む
。

被
災
者
の
状
況
に
応
じ
心
の
ケ

ア
な
ど
に
取
り
組
む
。

交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大

地
域
資
源
を
活
か
し
た
効
果
的

な
情
報
発
信
。

産
業
の
振
興

ラ
ム
サ
ー
ル
を
活
か
し
、
観
光

業
、
農
林
水
産
業
を
振
興
。

﹁
参
加
﹂
や
﹁
協
働
﹂
で
の
ま

ち
づ
く
り
で
地
域
課
題
を
解
決
。

問答問

答

　東日本大震災前年、平成22年度から令和３年度

まで一般会計当初予算で見る復旧・復興事業の足

跡。22年度末に大地震発生。23年度当初予算74

億円が２３３億円の決算‼震災から３年後の平成

25年度が復興予算のピークで６６５億円‼

H22　　７５億円

H23　　７４億円　東日本大震災発生！復旧に国費投入‼被災者の食・住確保やガレキ処理などに２３３億円の決算。

H24　３５６億円　決算では９７７億円。主な事業→がれき撤去費１６９億円。防集団地整備費 55億円。

H25　６６５億円　主な事業→防集団地整備費２１３億円。災害公営住宅整備費 42億円。

H26　３９９億円

H27　５２３億円　震災から５年後の決算では５４２億円。

H28　５５８億円

H29　３１８億円

H30　３３０億円

R元　３３１億円

R２　２８６億円

（前年度比 ー 57.11%）

一般会計当初予算でみる震災前からの動き

スクールバス運行費→１億２２００万円
児童生徒の安心安全通学のため12路線に。
スクールバス運行費→１億２２００万円
児童生徒の安心安全通学のため12路線に。



問

問

南三陸町議会だより 第61 号 ●４南三陸町議会だより 第61 号●５

　　　　　　
　　　　　　

　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
固
定

資
産
税
が
減
額
見
込
み
だ
が
、

今
後
の
推
移
を
ど
う
見
る
。

　
　

課
税
標
準
額
は
震
災
の

減
免
制
度
が
終
了
し
た
こ
と

で
上
昇
し
た
が
、
新
築
家
屋

の
数
は
昨
年
度
か
ら
半
減
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
償
却
資
産
へ

の
減
免
制
度
も
あ
る
た
め
減

収
見
込
み
。
今
後
も
減
少
し

て
い
く
の
で
は
。

減
免
終
了
、
コ
ロ
ナ
禍…
町

税
の
今
後
は 　

   

︿
町
税
﹀

令
和
３ 

年
度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

歳
　  
入

歳
　  
入

︽
一
般
会
計
︾

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
ロ
ゴ
活

用
の
た
め
に    

︿
使
用
料
﹀

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
ラ

ム
サ
ー
ル
の
ロ
ゴ
に
使
用
料

を
付
加
し
、
普
及
活
動
の
資

金
源
と
し
て
は
。

　
　

使
用
料
で
は
な
く
寄
附

と
し
て
受
け
入
れ
、
基
金
化

す
る
こ
と
を
検
討
中
。

歳
　  

出

歳
　  

出

注
目
の
質
疑

問

乗
合
バ
ス
運
賃
収
入
は
わ

ず
か
１
割
　   

︿
総
務
費
﹀

答
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
乗
合

バ
ス
利
便
性
向
上
の
た
め
の

施
策
は
。

　
　

利
用
者
が
伸
び
悩
み
、

地
域
と
意
見
交
換
の
場
を
設

け
た
。
フ
リ
ー
乗
車
区
間
を

入
谷
地
区
で
も
始
め
る
。
経

費
全
体
に
対
す
る
運
賃
収
入

は
わ
ず
か
１
割
。
震
災
前
の

３
割
に
は
し
た
い
。

防
災
士
資
格
取
得
に
補

助
を 　

        

︿
総
務
費
﹀

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
千

葉
委
員
長
が
以
前
か
ら
提
案

し
て
い
る
が
、
防
災
士
の
資

格
取
得
に
補
助
を
し
て
は
。

　
　

20
名
分
、
１
２
４
万
円

を
予
算
措
置
し
た
。
町
内
の

受
験
者
へ
講
習
費
用
な
ど
を

補
助
す
る
。

高
校
存
続
へ
打
つ
手
は 

　

  　
　
　
　

︿
総
務
費
﹀

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
志
津

川
高
校
魅
力
化
構
想
の
進
み

具
合
は
。

　
　

全
国
募
集
を
検
討
中
だ

が
最
速
で
令
和
５
年
度
。
学

科
の
新
設
等
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。

障
害
を
持
つ
方
に
優
し
く 

　
  　

　
　

    

︿
総
務
費
﹀

　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
公
共

施
設
の
駐
車
場
に
障
害
を
持

つ
方
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
が
、
出
入
り
口
に
遠
い
と

い
う
声
を
聞
い
た
が
。

Ｌ
Ｓ
Ａ
は
令
和
５
年
度

ま
で
継
続      

︿
民
生
費
﹀

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
被
災

者
支
援
総
合
事
業
と
は
。

　
　

公
営
住
宅
な
ど
に
Ｌ
Ｓ

Ａ
（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
を
配
置
す
る
事

業
。
震
災
か
ら
10
年
で
終
了

予
定
だ
っ
た
が
、
令
和
５
年

度
ま
で
延
長
す
る
。
た
だ
し
、

規
模
は
縮
小
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

拡
げ
て  　

    

︿
民
生
費
﹀

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
預
け

た
く
て
も
預
け
ら
れ
な
い
家

庭
が
あ
る
。
学
校
に
空
き
教

室
は
あ
る
は
ず
。
規
模
を
拡

大
で
き
な
い
の
か
。

　
　

対
象
学
年
の
拡
大
な
ど

で
定
員
オ
ー
バ
ー
。
面
積
と

人
員
の
不
足
が
原
因
だ
が
、

早
急
に
改
善
を
検
討
す
る
。

注
目
の
質
疑

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援
事
業
、

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付

金
、
も
っ
と
使
い
や
す
く 

　

　
　
　 

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

答
　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
農
業

者
へ
の
支
援
が
手
薄
で
は
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援

は
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
等
に
上
限
30
万
円

で
補
助
す
る
も
の
だ
が
、
あ

く
ま
で
新
規
の
み
。

　
　

中
山
間
交
付
金
は
勾
配

の
度
合
い
に
よ
っ
て
格
差
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
離
農

者
が
増
加
す
る
ば
か
り
だ
。

　
　

令
和
２
年
度
か
ら
補
助

割
合
が
減
少
。
台
風
災
害
で

農
地
面
積
も
減
り
６
０
０
万

円
減
額
し
た
た
め
、
別
項
目

で
３
０
０
万
円
を
予
算
措
置

し
、
地
域
で
取
り
組
む
農
業

振
興
に
充
て
る
。

　
　

使
う
人
の
立
場
に
な
っ

て
、
現
地
を
確
認
し
、
改
善

を
検
討
す
る
。

注
目
の
質
疑

起
業
・
創
業
支
援
事
業

を
見
直
し  

　
︿
商
工
費
﹀

答
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
減
額

の
理
由
は
。

　
　

財
源
の
一
般
財
源
化
に

合
わ
せ
事
業
を
見
直
し
。
全

体
予
算
は
減
少
し
た
が
補
助

率
は
逆
に
引
き
上
げ
、
創
業

支
援
の
講
習
を
受
講
し
た
場

合
さ
ら
に
50
万
円
加
算
す
る
。

東
北
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
対
応
は  

︿
商
工
費
﹀

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
東

北
に
注
目
が
集
ま
る
年
に
な

る
。
ど
う
売
り
込
む
か
。

　
　

そ
の
矢
先
の
コ
ロ
ナ
な

の
で
難
し
い
状
況
だ
が
、
受

け
入
れ
側
の
気
運
醸
成
を
図

り
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
夏
ま

で
に
体
制
を
整
え
る
。

横
断
１
号
線
は
地
元
の

悲
願 　

  　

   

︿
土
木
費
﹀

図
書
館
に
司
書
は 

　

  

　
　

  　
　

    

︿
教
育
費
﹀

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
配
置

さ
れ
る
か
。

　
　

条
例
上
、
必
置
で
は
な

い
が
、
人
事
に
は
要
望
中
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
予
算
減 

　

  　
　

       

︿
教
育
費
﹀ 

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
徒
歩

通
学
が
増
え
る
が
、
路
線
は

ど
れ
ほ
ど
減
る
の
か
。

　
　

減
る
の
は
１
系
統
だ
が
、

往
復
運
行
が
少
な
く
な
る
の

で
予
算
は
５
，
０
０
０
万
円

減
。
安
全
第
一
で
。

名
足
小
、
体
育
館
と
駐

車
場
を
整
備  

︿
教
育
費
﹀

　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
体
育

館
の
建
て
替
え
と
併
せ
、
狭

い
駐
車
場
を
拡
大
し
て
は
。

　
　

体
育
館
は
新
年
度
に
実

施
設
計
。
現
在
の
７
割
ほ
ど

の
規
模
に
。
駐
車
場
は
20
台

分
を
確
保
予
定
だ
が
、
地
域

か
ら
土
地
の
提
供
が
あ
る
な

ら
協
議
さ
せ
て
ほ
し
い
。

注
目
の
質
疑

震
災
伝
承
施
設
の
ア
ー
ト
制

作
に
３
千
万
円  

︿
復
興
費
﹀

答
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
著
名

な
作
家
に
高
額
で
ア
ー
ト
制

作
を
依
頼
す
る
理
由
は
。

　
　

観
光
客
に
震
災
を
学
ん

で
も
ら
う
前
に
、
思
考
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
の
ア
ー
ト
。
制
作
す
る

ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
氏
は
日
本

に
も
縁
が
深
く
、
当
町
に
も

来
た
こ
と
が
あ
る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
ア

ー
ト
が
必
要
だ
と
町
民
が
言

い
出
し
た
こ
と
は
な
い
。
な

ぜ
そ
こ
に
大
金
を
か
け
る
の

か
、
理
解
を
得
る
努
力
が
も

っ
と
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

説
明
会
の
資
料
が
良
く

な
か
っ
た
。
差
別
化
を
図
り

な
が
ら
も
奇
を
て
ら
わ
ず
、

震
災
を
学
べ
る
施
設
に
す
る
。

︽
特
別
会
計
︾

注
目
の
質
疑

健
康
無
関
心
層
を
少
な
く  

　
　
　   

︿
国
民
健
康
保
険
﹀

答介
護
用
の
紙
オ
ム
ツ
支
給
も

っ
と
幅
広
く 

︿
介
護
保
険
﹀

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
必
要

な
世
帯
全
て
に
支
給
し
て
は
。

　
　

低
所
得
者
も
含
め
た
全

体
か
ら
集
め
た
保
険
料
か
ら

の
支
給
な
の
で
、
非
課
税
世

帯
に
限
定
す
る
。

水
源
に
防
犯
灯
を 

　

  

　
　
　

      

︿
水
道
事
業
﹀

　

（
村
岡
賢
一
委
員
）
戸
倉

水
源
の
取
水
施
設
に
防
犯
灯

が
な
く
真
っ
暗
だ
が
。

　
　

立
入
禁
止
の
表
示
で
対

応
し
て
い
る
が
、
今
後
必
要

性
を
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
を

ど
う
見
る
か  

︿
病
院
事
業
﹀

注
目
の
質
疑

問 交
付
税
、
伸
び
を
期
待
？

　

   　
　

 

︿
地
方
交
付
税
﹀

答答
　

（
及
川
幸
子
委
員
）
地
方

交
付
税
が
増
額
さ
れ
て
い
る

が
今
後
も
伸
び
る
の
か
。

　
　

国
全
体
で
は
５
％
の
伸

び
だ
が
当
町
で
は
１
％
。
む

し
ろ
厳
し
い
見
方
が
必
要
だ
。

　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
急
激

な
人
口
減
に
対
し
て
の
緩
和

措
置
が
な
く
な
れ
ば
、
ど
う

な
っ
て
い
く
見
通
し
か
。

　
　

急
減
補
正
が
な
け
れ
ば

30
億
円
を
割
り
込
む
と
試
算

し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
の

予
算
等
で
32
億
円
を
確
保
。

町
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整

基
金
な
ど
を
見
な
が
ら
、
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

問 問

問

答 問

問問

問

　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
令
和

４
年
度
を
め
ど
に
、
と
進
め

て
き
た
は
ず
。
予
算
確
保
に

全
力
を
傾
け
よ
。

　
　

事
業
費
は
８
億
６
，
０

０
０
万
円
だ
が
今
年
度
ま
で

で
33
％
し
か
予
算
が
つ
い
て

い
な
い
。
交
付
金
配
分
の
調

査
な
ど
最
大
限
の
努
力
を
す

る
が
、
状
況
は
不
透
明
。

答

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
予
算
は
十

分
か
。

　
　

60
歳
を
境
に
負
担
額
よ

り
医
療
費
が
増
大
。
70
歳
〜

74
歳
で
は
、
負
担
額
19
万
円

に
対
し
医
療
費
が
60
万
円
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、

健
康
無
関
心
層
（
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
町
民
の
６
割
）
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
健
康
増
進

を
図
る
事
業
は
重
要
。

　

（
星
喜
美
男
委
員
）
受
診

控
え
の
状
況
は
。

　
　

外
来
で
４
千
名
減
。

　
　

必
要
な
人
に
医
療
が
提

供
さ
れ
る
、
あ
る
意
味
理
想

的
状
況
。
そ
れ
で
経
営
が
立

ち
行
か
な
い
と
い
う
の
は
制

度
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

運
営
と
し
て
見
直
す
と

こ
ろ
は
見
直
す
が
、
医
療
制

度
を
変
え
る
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
は
難
し
い
。



答

答 問

答

南三陸町議会だより 第61 号 ●６南三陸町議会だより 第61 号●７

問

介
護
保
険
料

  

令
和
５
年
度
ま
で
据
置

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
保
険

料
は
ど
う
な
る
。

　
　

標
準
保
険
料
率
は
来
年

度
か
ら
下
が
る
。
不
足
分
は

財
政
調
整
基
金
で
賄
う
。

答 答 問
　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
建
設

課
と
上
下
水
道
事
業
所
の
あ

る
第
二
庁
舎
は
ど
う
な
る
。

　
　

令
和
３
年
度
中
に
解
体
、

い
ず
れ
も
本
庁
舎
と
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
に
移
動
検
討
中
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
教
育

委
員
会
事
務
局
一
本
化
で
、

今
ま
で
通
り
業
務
が
可
能
か
。

　
　

何
度
も
相
談
し
な
が
ら

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

折
立
防
潮
堤
右
岸

　

30
億
８
２
１
０
万
円

　

効
率
的
な
組
織
運
営
を

図
る
た
め
本
庁
の
行
政
組

織
を
見
直
す
。
会
計
課
を

設
置
し
、
教
育
総
務
課
と

生
涯
学
習
課
は
教
育
委
員

会
事
務
局
に
一
本
化
。

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
会
計

年
度
任
用
職
員
数
の
増
減
は
。

　
　

今
年
度
93
人
が
新
年
度

１
０
８
人
に
な
る
予
定
。

職
員
定
数
も
大
幅
減

議
案議

審
３月定例会

行政組織　改編  縮小も　　　  ・行政組織　改編  縮小も　　　  ・

東日本大震災対策特別委員会現地調査現地調査
復
興
事
業
の
現
状
を
確
認

◀

公職選挙法改正

町
長
、
町
議
選
の
公
費
負
担
拡
大

　

震
災
後
の
支
援
に
伴
う

派
遣
職
員
の
減
少
に
伴
い
、

病
院
職
員
を
除
く
事
務
職

員
が
２
４
１
人
か
ら
39
人

減
少
し
、
新
年
度
２
０
２

人
に
な
る
見
込
み
。

国
民
健
康
保
険
税

  

応
能
応
益
割
合
見
直
し

　 

50
　
50
に
近
づ
け
る

：

　

所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る
割
合
︵
応
能
割
︶
と
実

際
に
医
療
を
受
け
る
加
入

者
数
に
応
じ
て
負
担
す
る

割
合
︵
応
益
割
︶
を
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
50
％
に
改
正
す

る
。

　

給
付
額
等
の
試
算
を

行
っ
た
結
果
、
現
状
の
給

付
水
準
よ
り
や
や
伸
び
る

も
の
の
、
保
険
料
を
増
額

す
る
ま
で
に
は
及
ば
な
い

と
判
断
さ
れ
、
今
後
３
年

間
保
険
料
は
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
保
険
料
減
免
の
規

定
も
改
正
に
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
化
し
て
積
立

答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
基
金

運
用
管
理
の
仕
方
は
。

　
　

対
象
事
業
の
額
面
に
合

わ
せ
て
寄
付
額
に
町
の
一
般

財
源
か
ら
も
積
み
立
て
る
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
直
近

で
適
用
さ
れ
る
事
業
は
あ
る

か
。

　
　

地
域
再
生
計
画
に
基
づ

き
、
就
業
体
験
、
移
住
促
進
、

ブ
ラ
ン
ド
育
成
な
ど
が
あ
る
。

　

支
援
し
よ
う
と
す
る
企

業
か
ら
の
寄
付
金
を
適
正

に
管
理
し
、
効
果
的
に
運

用
す
る
た
め
﹁
南
三
陸
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
金
﹂
を
設
置
す
る
。

法
人
税
軽
減
も
。

問
（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
一

連
の
事
業
終
了
だ
が
、
住

民
・
地
権
者
と
の
軋
轢
や
行

き
違
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
。
ま
だ
解
消
し
て
い
な
い

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
基
金
を
廃
止

会
計
課
新
設

  

教
育
２
課
を
一
本
化

た
ら
葉
川
復
旧
工
事

問
　

（
佐
藤
正
明
議
員
）
一
部

で
木
橋
が
被
害
に
あ
っ
た
が
。

　
　

残
念
な
が
ら
、
構
造
が

不
明
確
と
の
こ
と
で
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
別
途
検
討
し
た
い
。

　

（
菅
原
辰
雄
議
員
）
川
に

面
す
る
水
田
で
流
出
し
た
部

分
が
あ
る
が
。

  　

農
地
は
今
回
の
事
業
で

は
対
象
外
に
な
る
。

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
部
分

２
９
４
ｍ
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
工
事

を
実
施
。
来
年
度
に
か
け

て
よ
う
や
く
開
始
。

答 問

答

問

神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場

施
設
整
備
し
通
年
営
業

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
平
成

の
森
キ
ャ
ン
プ
場
と
の
整
合

性
は
。

　
　

料
金
は
改
正
前
と
同
じ
。

平
成
の
森
に
は
浴
場
も
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
対
昨

年
比
で
ど
う
な
る
。

　
　

冬
期
間
に
試
験
的
に
40

日
間
営
業
し
た
と
こ
ろ
、
千

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
４
カ

月
間
営
業
日
が
増
え
る
の
で
、

利
用
料
収
入
は
増
加
に
。

　

オ
ー
ト
区
画
サ
イ
ト
、

フ
リ
ー
サ
イ
ト
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
サ
イ
ト
、
キ
ャ

ビ
ン
各
利
用
料
金
も
見
直

し
、
冬
期
も
営
業
に
。

答 問 答

答答 問 の
で
は
。

　
　

諸
問
題
が
残
っ
て
い
る

が
、
懇
切
丁
寧
に
対
応
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

町議選供託金は 15万円町議選供託金は 15万円

　
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
選

挙
か
ら
町
長
選
、
町
議
選
に

か
か
る
経
費
の
一
部
が
公
費

負
担
に
な
る
。
選
挙
カ
ー
、

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
費
用
が
公

費
負
担
と
な
り
、
立
候
補
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
狙
い
が

あ
る
。
た
だ
、
町
議
選
に
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
供
託
金

が
必
要
に
な
る
。

問 答
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
お
金

を
使
わ
な
い
選
挙
を
し
た
方
が

町
の
財
布
が
痛
ま
な
い
と
い
う

認
識
で
よ
い
か
。

　
　

そ
の
認
識
で
よ
い
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
供
託
金

の
没
収
点
は
。

　
　

有
効
投
票
数
を
定
数
で
割

っ
た
数
の
10
％
。
概
算
で
、
町

長
選
が
９
２
０
票
、
町
議
選
が

70
票
。 田

の
浦
防
潮
堤

ば
な
な
防
潮
堤

志
津
川
市
街
地

旧
松
原
公
園
跡

戸
倉
団
地

田
の
浦
防
潮
堤

５
億
４
７
２
０
万
円
増
額
し

28
億
７
５
５
０
万
円

土
地
区
画
整
理
事
業

35
億
８
０
０
０
万
円
を
減
額

巨
大
防
潮
堤
完
成
ま
で

あ
と
２
年
余
り

ま
だ
防
潮
堤
の
形
が

見
え
な
い
漁
港
も

低
地
部
の
賑
わ
い
創
出

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
防
潮
堤

干
潟
守
る
仕
掛
け
も

目
立
つ
空
き
区
画

移
住
定
住
促
進
が
課
題

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
現
地

で
は
大
き
な
防
潮
堤
が
建
設

さ
れ
て
い
て
驚
い
た
。
当
初

か
ら
の
設
計
な
の
か
。

　
　

防
潮
堤
の
す
ぐ
背
後
に

道
路
が
あ
る
た
め
、
当
初
か

ら
壁
（
特
殊
堤
）
タ
イ
プ
で

設
計
。
陸
閘
は
途
中
で
浮
上

式
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
に
変

更
し
た
。

答

問
　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
低
地

部
に
ま
だ
更
地
が
目
立
つ
。

町
が
仲
介
し
て
利
活
用
を
進

め
る
考
え
は
。

　
　

起
業
誘
致
も
し
た
い
一

方
、
働
き
手
不
足
で
も
あ
る
。

状
況
を
見
極
め
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
減
額

し
た
分
の
何
割
か
で
も
基
金

化
で
き
な
い
か
。

答 問

問 答

答
　
　

事
業
の
性
質
上
、
復
興

工
事
以
外
の
目
的
に
は
流
用

も
基
金
化
も
で
き
な
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
前

例
の
な
い
大
き
な
事
業
を
動

か
し
て
き
た
。
職
員
の
知
見

は
高
ま
っ
た
の
で
は
。

　
　

ス
キ
ル
は
高
ま
っ
た
と

思
う
。
今
後
他
の
地
域
で
災

害
が
あ
っ
た
場
合
、
恩
送
り

を
考
え
た
い
。

　
震
災
後
10
年
を
目
標
に
進
め
て
き
た
災
害

復
旧
事
業
で
は
あ
っ
た
が
、
防
潮
堤
工
事
の

半
数
以
上
が
繰
り
越
し
と
な
る
こ
と
か
ら
調

査
を
行
な
っ
た
。

　
大
幅
な
遅
れ
の
原
因
と
し
て
は
、
基
礎
工

事
の
構
造
改
良
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
が
、
大
半
は
工
事
を
終
え
て
い
る
。

基
礎
工
事
は
終
え
て
い
る
と
は
い
え
、
上
部

工
事
に
至
っ
て
は
、
完
成
ま
で
２
年
を
要
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
防
潮
堤
工
事
を
含
め
、
住
民
と
の
協
議
を

十
分
に
重
ね
な
が
ら
も
、
残
っ
て
し
ま
っ
た

高
台
団
地
の
空
き
区
画
も
調
査
し
た
。
今
後

は
、
移
住
定
住
策
と
絡
め
な
が
ら
検
討
を
行

な
っ
て
い
く
。

　

現
地
で
は
担
当
者
か
ら
の

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
も

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
定
例
議
会
の
議

案
審
議
で
も
、
関
連
す
る
質

疑
が
行
な
わ
れ
た
。

現
地
調
査
し
た
工
事
に
関
連
す
る
議
案
も
審
議



答 問

答 問答 問

答 問

問

答 問

答 問

南三陸町議会だより 第61 号 ●８南三陸町議会だより 第61 号●９

特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

少
数
意
見
が
留
保
さ
れ

本
会
議
で
も
討
論
採
決

21事業、130億円あまり繰越

答 問

　

（
菅
原
辰
雄
議
員
）
横
断

１
号
線
は
１
日
で
も
早
く
工

事
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
。

　
　

今
年
度
１
億
３
千
万
円

要
望
し
た
が
、
６
０
０
万
円

し
か
割
り
当
て
が
な
か
っ
た
。

予
算
確
保
に
尽
力
し
た
い
。

台
風
19
号
災
害
復
旧
工
事

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
処
理

委
託
料
が
１
１
６
万
円
減
額

に
な
っ
た
。
処
理
状
況
は
。

　
　

現
在
３
０
０
ｔ
弱
の
汚

染
牧
草
が
あ
る
。
進
捗
率
は

７
％
強
。
来
年
度
は
20
ｔ
処

理
予
定
。
地
元
住
民
の
方
々

の
理
解
を
得
な
が
ら
で
き
る

だ
け
早
く
行
い
た
い
が
、
何

年
か
か
っ
て
で
も
や
り
き
る
。

　

（
佐
藤
雄
一
議
員
）
処
理

の
際
に
悪
臭
発
生
の
苦
情
が

あ
っ
た
が
。

　
　

来
年
度
は
山
里
離
れ
た

場
所
で
処
理
を
行
い
、
放
射

線
と
匂
い
に
気
を
付
け
た
い
。

　
横
断
１
号
線
新
設
改
良

工
事
、
１
億
円
減
額
に
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
が
満
額
認
め
ら
れ
ず
。

　

（
菅
原
辰
雄
議
員
）
河
川

護
岸
工
事
が
進
ま
ず
、
２
年

連
続
で
耕
作
で
き
な
い
事
へ

の
借
地
料
の
補
助
は
。

　
　

地
区
へ
の
説
明
会
で
借

地
料
は
理
解
を
得
て
い
る
。

　

（
山
内
孝
樹
議
員
）
台
風

被
害
の
工
事
の
残
り
は
。

　
　

査
定
決
定
は
86
件
を
受

け
、
手
続
中
・
契
約
中
を
含

め
83
件
で
率
と
し
て
96.
５

％
が
こ
れ
か
ら
。

討
論

反 

対

　
　

　

た
と
え
１
％
で
も
支

払
わ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
。
本
人
は
既
に
退
職

し
て
お
り
、
そ
れ
で
事

足
り
る
。
訴
訟
自
体
が

不
本
意
で
、
悪
し
き
前

例
と
な
る
た
め
反
対
。

　

事
件
と
い
う
よ
り
事

故
。
一
人
に
責
任
を
押

し
付
け
る
感
が
あ
り
、

職
員
が
希
望
を
持
っ
て

働
け
る
環
境
で
な
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
前
例

を
作
る
こ
と
に
は
絶
対

反
対
。

︵
及
川
幸
子
委
員
︶

賛 

成

　

組
織
と
し
て
の
監
督

責
任
も
指
摘
し
た
上
で

本
人
の
過
失
を
認
め
、

横
領
で
は
な
い
点
や
、

本
人
の
支
払
い
能
力
も

考
慮
し
た
、
妥
当
な
和

解
案
だ
。

　
　 

︵
後
藤
伸
太
郎
委

員
︶　

行
政
職
員
の
仕

事
に
は
大
き
な
責
任
が

伴
う
と
い
う
教
訓
に
す

べ
き
。
和
解
に
反
対
と

言
う
が
、
そ
れ
で
一
番

苦
し
む
の
は
誰
な
の
か
。

議会活性化特別委員会

算
正補

予
３月定例会

議
案議

審
２月臨時会

４
月
か
ら

通
年
会
期
導
入

消防防災施設災害復旧補助事業等調査特別委員会

可
決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
13
人

　
反
対
２
人

損
害
賠
償
請
求

和
解
へ

請
求
額
は
１
９
０
０
万
円

提
示
額
は

80
万
円

天
神
・
た
ら
葉
沢
な
ど

年
度
繰
越
し
て
対
応

　
令
和
元
年
10
月
発
生
の
災

害
査
定
の
決
定
が
整
い
、
災

害
復
旧
工
事
の
入
札
結
果
の

12
件
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

他
、
配
水
管
布
設
、
コ
ロ
ナ

対
策
等
の
合
計
25
件
が
、
町

長
行
政
報
告
さ
れ
大
部
分
が

繰
越
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
予
算

不
用
分
を
減
額
補
正

　
今
補
正
は
、
歳
出
の
減
額

に
合
わ
せ
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
７
千
万
円
減

額
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
家
賃

支
援
給
付
金
の
減
額
の
訳
は
。

　
　

売
り
上
げ
50
％
減
少
の

事
業
者
に
60
万
円
を
45
件
分

の
２
７
０
０
万
円
を
計
上
し

た
が
、
大
部
分
が
国
の
制
度

の
中
で
給
付
と
な
っ
た
。

復
興
工
事
で
傷
ん
だ

町
道
の
舗
装
を
補
修

　
名
足
線
・
中
山
線
・
韮
の

浜
線
・
白
松
線
の
総
延
長
で

約
２.

６
㎞
の
道
路
補
修
工

事
。

答 問

　
総
額
３
９
０
億
円
︵
通

常
分
１
１
３
億
円
、
震
災

分
２
７
７
億
円
︶
へ
予
算

補
正
。
ほ
と
ん
ど
が
年
度

末
に
お
け
る
復
興
交
付
金

の
清
算
。

　
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事

業
、
海
岸
保
全
事
業
、
漁

業
集
落
防
災
機
能
強
化
事

業
、
町
道
新
設
改
良
事
業

等
21
事
業
が
来
年
度
以
降

へ
繰
り
越
し
に
。

︽
一
般
会
計
︾

汚
染
牧
草
処
理
進
捗
は

道
路
に
予
算
つ
か
ず

水
産
業

　
働
き
手
の
確
保
を

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
水
産

業
従
業
員
宿
舎
整
備
事
業
費

補
助
金
１
千
万
円
が
使
用
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。
従
業
員

確
保
の
状
況
は
。

　
　

今
年
度
１
社
か
ら
計
画

は
あ
っ
た
が
、
見
合
わ
せ
に
。

今
ま
で
に
７
社
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
。
本
事
業
は
今
年
度

で
終
了
に
。
外
国
人
実
習
生

は
２
月
現
在
で
１
１
１
名
来

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
入
国

困
難
な
状
況
も
。

体
育
協
会
所
属
団
体
へ

　
補
助
金
減
額

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
各

団
体
は
存
続
で
き
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
公
式
戦
が

ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

繰
越
金
で
の
対
応
も
。
話
し

合
い
を
こ
ま
め
に
行
う
。

︽
特
別
会
計
︾

検
診
の
す
す
め

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
特
定

検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド

ッ
ク
減
額
補
正
の
要
因
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控

え
が
原
因
か
。
人
間
ド
ッ
ク

50
人
予
定
が
10
人
に
、
脳
ド

ッ
ク
90
人
予
定
が
44
人
し
か

受
診
し
な
か
っ
た
。
健
康
無

関
心
者
も
増
加
か
。

市
場
運
営
主
体
は

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
市
場

経
営
委
託
先
選
定
の
流
れ
は
。

　
　

県
漁
連
が
撤
退
に
。
大

手
参
入
も
検
討
し
た
が
、
今

後
は
漁
協
、
町
、
買
受
人
、

漁
業
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
運
営
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
。

答

答 問

答 問答 問

　
不
適
切
な
事
務
処
理
で
７
７
０
０
万

円
の
補
助
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
と

し
て
、
町
が
職
員
を
訴
え
た
裁
判
に
お

い
て
、
裁
判
所
か
ら
和
解
案
が
示
さ
れ

た
。
人
員
不
足
だ
っ
た
状
況
や
資
力
な

ど
も
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
、
損
害
額
の

約
１
％
、
80
万
円
の
支
払
い
と
い
う
内

容
。
秘
密
会
も
開
か
れ
慎
重
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
が
、
町
は
こ
の
和
解
案
を

受
け
入
れ
、
和
解
が
成
立
し
た
。

答 問
　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶
労
働
環
境
が
厳
し

す
ぎ
た
の
で
は
。

　
　

震
災
後
、
人
員
が
充
足
し
て
い
る
部

署
は
そ
も
そ
も
無
い
。
臨
時
職
員
を
配
置

し
、
本
人
か
ら
大
丈
夫
で
す
と
い
う
言
葉

も
あ
っ
た
。

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
実
質
的
な
敗
訴
で

は
。

　
　

80
万
円
の
支
払
い
は
あ
る
の
で
本
人

の
責
任
は
認
め
ら
れ
た
。
責
任
を
明
確
に

す
る
た
め
司
法
の
手
に
委
ね
た
も
の
で
、

勝
ち
負
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　   

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶

反 

対

︵
星
喜
美
男
委
員
︶

賛 

成

　
試
行
期
間
を
設
け
、
会
議
規
則
の
改
正
等
に
つ
い

て
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
４
月
か
ら
の

本
格
的
な
導
入
と
な
っ
た
。

　

専
決
処
分
の
な
い
こ
と

が
理
想
と
し
な
が
ら
、
招

集
す
る
い
と
ま
が
な
い
場

合
や
軽
微
な
事
項
に
関
し

て
は
行
な
っ
て
き
た
の
が

現
状
。
国
の
法
令
改
廃
に

伴
う
条
例
の
改
廃
。
地
方

交
付
税
等
に
係
る
、
基
金

の
繰
入
れ
や
積
立
て
。
毎

年
度
末
に
行
わ
れ
る
国
保

条
例
の
改
正
。
財
産
の
取

　

通
年
会
期
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
臨
時
議
会
等
の

招
集
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。
議
会
が
機
能

的
・
機
動
的
に
動
け
る
こ

と
で
、
監
視
機
能
が
こ
れ

通
年
会
期
の
メ
リ
ッ
ト

ま
で
以
上
に
強
化
さ
れ
、

委
員
会
の
開
催
、
議
案
の

提
出
、
災
害
等
の
非
常
時
、

所
管
の
調
査
に
対
し
、
即
、

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

全
員
協
議
会
で
議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
の
範
囲
に
つ
い
て
も
議
論

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
災
害

復
旧
費
で
の
整
備
か
。

　
　

復
興
交
付
金
で
整
備
。

得
。
損
害
賠
償
な
ど
。

　

専
決
処
分
が
減
る
事
は
、

通
年
会
期
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
議

会
の
議
事
運
営
上
の
課
題

や
問
題
点
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
運
営
方
法
と

な
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に

応
じ
変
更
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

算
正補

予
２月臨時会
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○○○○○○　原案可決 　  13　  ２

３月定例議会表決状況一覧

町道上沢線外道路災害復旧工事を（株）田名部組と 59 万円増額し、
1 億 314 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

志津川地区（その 3）道路災害復旧工事を（株）丸正工業と 466 万円増額し、
1 億 1,246 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

田浦漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を（株）阿部伊組と 5 億 4,720 万円増額し、
28 億 7,551 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.７

ばなな漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を（株）阿部伊組と 3 億 449 万円増額し、
31 億 3,162 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

稲淵漁港海岸防潮堤設置等工事を山庄建設（株）と 1,464 万円増額し、
6 億 4,641 万円で変更契約締結。工期令和 3 年３月まで。

館浜漁港海岸防潮堤設置等工事を山庄建設（株）と 732 万円増額し、
５億 7,465 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

寄木漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を山庄建設（株）と 3,000 万円減額し、
8 億 2,145 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

荒砥漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を太田組・遠藤組 JV と 1,206 万円減額し、
16 億 1,286 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

折立漁港海岸防潮堤左岸災害復旧等工事を只野組・丸正工業ＪＶと 9,943 万円増額し、
37 億 7,298 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

水戸辺漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を（株）浅野工務店と 3,501 万円増額し、
5 億 3,103 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

平磯漁港海岸防潮堤設置工事（その 2）を（株）佐千代組と 166 万円減額し、
1 億 7,220 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

長清水漁港海岸防潮堤災害復旧等工事（その 2）を（株）浅野工務店と 1,258 万円増額し、
6,090 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

在郷地区外 1 地区水産関係用地等整備工事を（株）丸正工業と 448 万円増額し、
7,708 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

藤浜地区集落道路等工事を（株）サトー工務店と 1,377 万円増額し、
1 億 3,477 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

志津川地区被災市街地復興土地区画整理事業他業務委託を都市再生機構と
35 億 8,572 万円減額し、81 億 6,508 万円で変更契約締結。→P.７

南三陸町震災復興祈念公園整備事業を都市再生機構と 7,593 万円減額し、
13 億 6,686 万円で変更契約締結。

町道路線（伊里前支線・港線・西戸線・竹下線）の認定について。

令和２年度最終補正予算。→P.８

令和３年度当初予算。→P.２

議会会議規則の一部を改正する規則制定について。

御前下地内における水害対策に関する請願書。→P.21

訴訟上の和解について。→P.９

２月臨時議会　議案一覧　８件

工事

町道横断１号線外道路・河川災害復旧工事（その２）を阿部藤建設（株）と
7,480 万円で契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

町道横断３号線外道路・河川災害復旧工事（その１）を（株）サトー工務店と
9,460 万円で契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

町道横断３号線外道路・河川災害復旧工事（その２）を（株）須藤建設と
１億 1,220 万円で契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

西戸橋橋梁災害復旧工事を（株）阿部伊組と 3,628 万円増額し、
３億 6,939 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。

町道名足線外舗装補修工事を日建工業（株）と 2,677 万円増額し、
１億 8,077 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

韮浜漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を阿部伊・山庄 JV と 2,351 万円増額し、
26 億 6,192 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。

細浦漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を渡辺土建・佐千代組 JV と
1,008 万円増額し、34 億 5,344 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。

令和２年度一般会計補正予算（第８号）。 →P.８

（工事７件、予算１件）

予算

３月定例議会　議案一覧　６４件
（発議４件、条例１４件、工事１８件、委託２件、財産４件、予算２０件、請願１件、和解１件）

財産

予算

発議

議
案
一
覧 

〜 

１
月
・
２
月
・
３
月
定
例
議
会
・
臨
時
議
会

三
浦
清
人

山  

内  

昇  

一

後
藤
清
喜

山
内
孝
樹

菅
原
辰
雄

星
喜
美
男

髙
橋
兼
次

今
野
雄
紀

村
岡
賢
一

及
川
幸
子

佐
藤
正
明

後
藤
伸
太
郎

千
葉
伸
孝

佐
藤
雄
一

倉
橋
誠
司

須
藤
清
孝

議
案
一
覧 

〜 

１
月
・
２
月
・
３
月
定
例
議
会
・
臨
時
議
会

発議第　１号 新型コロナウイルス感染症に関する誹謗中傷等を防止し、互いに支え合って難局を乗
り越えるための決議について。 

発議

議案第　１号

議案第　２号

議案第　３号

議案第　４号

議案第　５号

議案第　６号

議案第　７号

議案第　８号

工事

工事

工事

工事

工事

発議第　２号

発議第　３号

発議第　４号

議案第　９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議会の会期等に関する条例の制定。→P.９

議会委員会条例の改正。→P.９

地方自治法第１８０条第１項の規定による町長の専決処分指定事項について。→P.９

議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定。→P.７

南三陸町まち・ひと・しごと創生基金条例の制定。→P.７

行政組織条例の改正。→P.６

固定資産評価審査委員会条例の改正。

職員定数条例の改正。→P.６

職員の服務の宣誓に関する条例の改正。

国民健康保険税条例の改正。→P.６

国民健康保険条例の改正。→P.６

介護保険条例の改正。→P.６

町営住宅条例の改正。

野営場条例の改正。→P.７

定住促進住宅条例の改正。

林業村落センター設置及び管理条例を廃止する条例の制定。

被災市街地復興土地区画整理事業基金条例を廃止する条例の制定。→P.７

たら葉川河川災害復旧工事を（株）遠藤組と１億 1,000 万円で契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.７

石浜・ばなな漁港地域水産物供給基盤整備工事を（株）阿部伊組と
2 億 2,660 万円で契約締結。工期令和３年３月まで。

泊浜地区外1地区避難路等整備工事を山庄建設（株）と9,900万円で契約締結。工期令和3年3月まで。

町道蒲の沢２号線ほか 1 路線道路改良工事を（株）遠藤組と 2,930 万円増額し、
1 億 7,395 万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

工事

発議

発議

条例

工事

発議

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

工事

工事

工事

議案第６８号

議案第６９号

工事

委託

和解

請願

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

委託

予算

予算

条例

３月臨時議会　議案一覧　２件 （条例１件、予算１件）

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の改正。→P.21

令和２年度一般会計補正予算（第１０号）。→P.21
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答
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問
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問

問 答
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南三陸町議会だより 第61 号 ●12南三陸町議会だより 第61 号●13

歌津北が令和７年にフルインター化へ

問問

問

答
　
　

気
仙
沼
市
の
湾
岸
横
断

橋
の
本
町
へ
の
効
果
は
。

　
　

宮
城
県
内
の
三
陸
道
１

２
６
㎞
が
整
備
完
了
と
な
り
、

三
陸
沿
岸
道
は
復
興
道
路
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
仙
台
か
ら

八
戸
ま
で
全
長
３
５
９
㎞
は

令
和
３
年
度
内
に
全
線
開
通

が
見
込
ま
れ
る
。

　

新
鮮
な
海
の
幸
を
は
じ
め
、

南
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
の
広
域
輸

送
が
可
能
と
な
り
、
周
辺
自

治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る

更
な
る
交
流
人
口
の
増
加
を

期
待
し
て
い
る
。

　
　

歌
津
北
イ
ン
タ
ー
の
周

辺
の
方
で
、
働
く
場
を
気
仙

沼
に
持
ち
、
病
院
通
院
な
ど

で
も
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

早
期
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
　

昨
年
６
月
に
県
が
﹁
宮

城
県
緊
急
消
防
支
援
隊
受
援

計
画
﹂
を
策
定
し
、
平
成
の

森
が
救
急
消
防
隊
の
宿
営
地

と
し
て
登
録
さ
れ
、
県
の
地

域
防
災
計
画
で
、
気
仙
沼
市

内
に
圏
域
防
災
拠
点
が
設
定

さ
れ
国
土
強
靭
化
が
図
ら
れ

た
事
が
、
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

へ
の
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
に
測
量
、
設

計
業
務
か
ら
始
ま
り
、
令
和

７
年
度
の
全
体
完
成
を
目
指

し
、
国
の
通
常
予
算
で
の
整

備
と
な
り
20
億
円
の
事
業
費

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

歌
津
北
イ
ン
タ
ー
地
区

答

問

問

問

庁舎の印象。見え方はさまざま。

答

答

内
に
物
産
販
売
所
の
話
し
が

地
域
住
民
の
間
で
伝
わ
っ
て

い
る
が
、
歌
津
北
イ
ン
タ
ー

付
近
に
南
三
陸
町
の
第
２
の

道
の
駅
の
考
え
は
。

　
　

本
町
の
道
の
駅
整
備
に

関
し
て
は
、
現
在
完
成
を
進

め
る
志
津
川
市
街
地
の
み
で

あ
り
、
新
た
な
道
の
駅
を
整

備
す
る
計
画
は
な
い
。

　
　

高
速
道
に
よ
る
来
町
者

の
推
移
と
観
光
拡
充
対
策
は
。

　
　

観
光
客
の
入
り
込
み
調

査
で
、
約
８
割
を
超
え
る
来

町
者
が
自
家
用
車
で
三
陸
道

を
利
用
し
て
い
る
。
平
成
29

年
度
に
改
定
し
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
か
ら
自
動
車
利
用

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の
提
案
イ
メ

ー
ジ
戦
略
を
盛
り
込
ん
で
い

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

千
葉 

伸
孝 

議
員

一
般
質
問

須
藤 

清
孝 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

答

答

答

答

答

答

答
　
　

10
年
を
節
目
に
、
新
し

い
通
常
業
務
を
形
づ
く
る
た

め
の
取
組
み
と
課
題
は
。

　
　

29
年
、
30
年
度
に
か
け

事
務
事
業
を
見
直
し
意
識
付

け
を
行
な
っ
て
き
た
。
若
手

職
員
が
意
欲
を
も
っ
て
働
け

る
職
場
環
境
の
構
築
が
必
要
。

　
　

年
度
変
わ
り
時
の
、
若

手
の
退
職
が
気
に
か
か
る
が
、

退
職
の
理
由
は
。

　
　

本
町
だ
け
で
な
く
、
全

国
的
な
現
象
だ
。
元
々
の
第

一
志
望
が
違
っ
た
な
ど
様
々

あ
る
が
、
職
員
と
し
て
の
考

え
方
が
ど
う
い
っ
た
所
に
あ

る
の
か
を
紐
解
か
な
け
れ
ば

簡
単
に
解
決
で
き
な
い
問
題
。

　
　

退
職
を
決
断
す
る
に
至

る
ま
で
、
思
い
悩
ん
で
い
る

現
状
を
把
握
で
き
て
い
る
か
。

　
　

人
間
同
士
の
配
慮
を
し

な
が
ら
相
談
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
え
で
の
決
断
が
数
字

に
表
れ
て
い
る
。

町
民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
育
成
を

町
長
　
若
手
と
並
行
し
管
理
監
督
者
も
育
て
る

人財育成

　
　

採
用
時
点
で
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
は
な
い
か
。

　
　

面
接
時
﹁
公
務
員
の
仕

事
﹂
に
つ
い
て
確
認
し
て
い

る
が
、
合
格
す
る
た
め
の
信

念
は
、
実
際
の
業
務
で
揺
ら

い
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
　

若
い
人
た
ち
の
考
え
方
、

本
音
を
聞
き
出
せ
て
い
る
か
。 　

　

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て

思
い
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、

本
音
を
話
せ
る
人
間
関
係
に

な
る
。
そ
の
様
な
職
場
づ
く

り
の
努
力
は
し
て
い
る
。

　
　

今
や
、
若
い
世
代
は
随

時
感
覚
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
続
け
て
い
る
。
感
覚
ギ
ャ

ッ
プ
の
あ
る
上
司
に
本
音
な

ど
言
え
な
い
と
思
う
が
。

　
　

公
務
員
の
考
え
は
法
令

順
守
に
あ
る
。
流
行
に
乗
り

き
れ
た
法
令
は
な
く
、
後
追

い
で
社
会
に
準
じ
て
い
る
。

若
い
世
代
が
上
司
に
な
る
頃
、

社
会
変
化
と
し
て
新
し
い
制

度
の
中
で
、
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
　

環
境
を
変
革
す
る
た
め
、

職
員
の
内
面
を
引
き
出
す
具

体
策
は
あ
る
か
。

　
　

研
修
講
師
な
ど
の
外
部

ス
キ
ル
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
い
る
。

　
　

こ
こ
数
年
間
で
の
、
社

会
人
経
験
者
、
中
間
層
の
採

用
に
よ
る
環
境
の
変
化
は
み

ら
れ
る
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
は
民
間
の
方
が
長
け

て
い
る
。
存
在
す
る
こ
と
で

職
場
の
空
気
を
作
っ
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

庁
舎
内
の
イ
エ
ス
マ
ン

化
は
な
い
と
思
う
が
、
環
境

改
善
が
な
け
れ
ば
育
成
環
境

が
整
わ
な
い
と
考
え
る
が
。

問答

歌
津
北
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
と
第
２
の
道
の
駅
整
備
を

町
長
　
令
和
７
年
の
完
成
を
目
指
す
が
歌
津
に
道
の
駅
の
計
画
は
な
い

高速道時代

気仙沼湾横断橋開通で
観光交流拡大へ

る
。
ま
た
、
県
内
の
レ
ン
タ

カ
ー
各
社
と
も
連
携
を
図
る

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

気
仙
沼
市
と
の
共
同
の

観
光
誘
致
計
画
は
。

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
圏
域
と

し
て
﹁
み
や
ぎ
観
光
振
興
会

議
﹂
で
、
宮
城
第
５
期
観
光

戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
情
報

を
共
有
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
期
間
開
催
さ
れ
る

東
北
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て

は
、
気
仙
沼
市
等
を
舞
台
と

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
小
説

﹁
お
か
え
り
モ
ネ
﹂
の
放
送

決
定
で
、
更
な
る
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

　
　

高
速
道
を
利
用
す
る
観

光
客
の
増
加
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
は
。

　
　

人
の
動
き
と
感
染
者
は

比
例
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

政
府
の
﹁
特
別
措
置
法
﹂
の

基
本
方
針
は
、
感
染
拡
大
を

可
能
な
限
り
抑
制
し
、
健
康

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

社
会
・
経
済
を
破
綻
に
至
ら

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

身
体
的
距
離
を
確
保
し
つ
つ
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
と

い
う
感
染
防
止
の
３
つ
の
基

本
の
周
知
を
行
な
い
、
﹁
新

し
い
生
活
様
式
﹂
を
定
着
す

る
よ
う
啓
発
を
行
う
。

　
　

三
陸
道
で
の
事
故
や
自

然
災
害
時
の
町
の
関
わ
り
は
。

　
　

災
害
の
事
象
等
に
応
じ

て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
し

対
応
を
し
て
い
く
。

　
　

環
境
に
よ
っ
て
人
の
成

長
が
変
わ
る
、
と
い
う
事
は

確
か
に
あ
る
と
思
う
。

　
　

住
民
目
線
で
の
役
場
の

印
象
は
暗
い
と
い
う
声
が
多

い
。
来
庁
者
を
意
識
し
た
雰

囲
気
づ
く
り
を
考
え
て
は
。

　
　

全
国
の
役
所
と
比
べ
て

も
暗
い
と
感
じ
た
事
は
な
い

が
、
出
来
る
だ
け
心
地
よ
く

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
頂

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
　

課
長
職
に
は
、
人
財
を

育
て
る
た
め
の
本
気
を
見
せ

て
頂
き
た
い
。
町
長
に
お
い

て
は
残
る
任
期
で
、
未
来
の

カ
タ
チ
の
旗
振
り
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
頂
き
た
い
と
考

え
る
が
。

　
　

２
年
前
か
ら
管
理
職
会

議
で
考
え
方
を
促
し
て
き
た

が
、
さ
ら
に
襟
を
正
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
離
職
に
関

し
て
本
音
を
言
え
ば
、
個
人

の
人
生
設
計
に
関
与
す
る
に

は
限
度
が
あ
る
。
個
人
の
離

職
イ
コ
ー
ル
組
織
の
危
機
感

で
は
、
と
い
う
指
摘
は
当
た

ら
な
い
。

問

早期退職の原因は。
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問

答

問 答

問

問

答

問 問

答

答

問

問

問

問

答

答

答

問

問
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町内での自伐型林業研修

答

問

答
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使

い
み
ち
は
。

　
　

森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
と
、
台
風
19
号
で
被

災
し
た
作
業
道
４
カ
所
の
改

修
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
万
円
。

　
　

集
約
化
も
必
要
だ
が
引

き
受
け
ら
れ
る
事
業
者
は
少

な
い
。
裾
野
を
広
げ
る
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
は

現
場
の
声
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

　
　

林
野
庁
の
﹁
森
林
・
山

村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交

付
金
﹂
と
い
う
使
い
や
す
い

補
助
金
が
あ
る
が
、
当
町
で

は
使
え
な
い
。
な
ぜ
か
。

　
　

使
え
る
よ
う
に
申
請
す

る
か
検
討
中
。
補
助
を
用
意

し
た
が
使
わ
な
い
と
い
う
訳

に
も
い
か
な
い
。

　
　

林
業
家
を
増
や
す
こ
と

問

答

問

問

志
津
川
高
校
南
側
の
農
道
と
町
道

答

に
効
果
的
な
補
助
金
導
入
に

な
ぜ
消
極
的
な
の
か
。

　
　

消
極
的
な
わ
け
で
は
な

い
が
、
合
意
形
成
が
で
き
る

か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

移
住
定
住
促
進
の
ネ
ッ

ク
は
仕
事
と
住
ま
い
で
あ
る
。

山
に
仕
事
は
あ
る
。
住
ま
い

も
山
に
近
づ
い
た
。
町
で
は

Ｆ
Ｓ
Ｃ
も
推
進
し
て
い
る
。

林
業
に
よ
る
移
住
者
の
呼
び

込
み
も
可
能
で
は
。

　
　

林
業
従
事
者
の
確
保
は

重
要
。
移
住
セ
ン
タ
ー
を
交

え
て
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

　
　

初
期
投
資
が
少
な
く
て

済
む
自
伐
型
林
業
の
今
後
の

可
能
性
は
。

　
　

森
林
組
合
な
ど
の
大
規

模
林
業
と
相
互
補
完
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
、
安
定

的
な
林
業
経
営
が
お
こ
な
え

る
可
能
性
が
高
ま
る
一
方
、

そ
れ
で
食
っ
て
い
け
る
か
と

い
う
問
題
は
つ
き
ま
と
う
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

倉
橋 

誠
司 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

答

答答

道
路
環
境
を
よ
り
良
く
す
べ
き
と
考
え
る
が

町
長
　
課
題
も
あ
る
が
、
検
討
も

交通政策

答
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
の
決
め
手

と
な
る
ワ
ク
チ
ン
、
医
療
関

係
者
へ
の
先
行
接
種
は
予
定

通
り
に
進
み
そ
う
か
。

　
　

国
立
病
院
等
の
医
療
関

係
者
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
医
療
関
係
者

に
は
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ

次
第
、
今
月
に
は
始
め
ら
れ

る
よ
う
県
が
中
心
と
な
り
接

種
場
所
の
確
保
、
接
種
予
定

者
数
の
把
握
を
行
い
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
と
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
は
い
つ
頃
接
種
で
き

る
か
。

　
　

早
く
と
も
４
月
以
降
に

な
る
見
込
み
だ
が
、
国
か
ら

ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
量
が
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で

正
確
な
接
種
時
期
を
示
す
こ

と
は
難
し
い
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
輸
送
と
保

管
体
制
は
。

　
　

３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
は

町
長
　
国
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
円
滑
に
進
め
た
い

ワクチン

高齢者集団接種場所 南三陸病院 総合ケアセンター

使
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ス
75
℃
の
冷
凍
庫
で

の
保
管
が
必
要
と
な
り
、
冷

凍
庫
２
台
を
南
三
陸
病
院
に

設
置
す
る
。
輸
送
に
も
複
雑

な
条
件
が
あ
り
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

一
般
接
種
の
流
れ
と
体

制
は
。

　
　

16
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

方
に
対
し
て
は
、
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
検
討
し
て

い
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
医
療
機
関
の
予
約

の
取
り
ま
と
め
と
接
種
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

志
津
川
高
校
南
側
の
町

道
に
平
行
し
て
い
る
農
道
を

組
み
込
む
べ
き
で
は
。

　
　

一
般
車
両
と
農
耕
車
両

の
通
行
の
分
離
を
行
い
、
安

全
を
確
保
し
て
い
る
。
目
的

役
割
が
異
な
る
道
路
を
合
併

し
た
場
合
、
農
耕
車
両
の
低

速
走
行
や
路
面
汚
損
、
路
上

駐
車
等
が
一
般
車
両
の
妨
げ

に
な
る
た
め
、
分
離
は
必
要
。

　
　

高
野
会
館
を
周
回
で
き

る
道
路
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

高
野
会
館
へ
の
来
訪
者

と
点
在
す
る
民
有
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
目
的
に
復
旧
さ
れ

問答

林
業
の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を

町
長
　
自
伐
型
と
森
林
組
合
で
相
互
補
完
的
役
割
を
果
た
す

産業振興

　
　

震
災
か
ら
の
復
興
支
援

に
対
し
て
、
町
長
が
直
接
感

謝
状
を
渡
し
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
予
定
変
更
に

な
っ
た
と
思
う
。
や
り
遂
げ

ら
れ
る
か
。

　
　

今
年
の
３
月
11
日
ま
で

に
全
て
訪
問
で
き
る
予
定
だ

っ
た
が
、
今
は
中
断
し
て
い

る
。
２
２
７
件
中
、
45
件
が

残
っ
て
い
る
が
、
６
月
議
会

前
ま
で
に
完
遂
で
き
る
見
込

み
。

　
　

全
国
行
脚
に
か
か
っ
た

経
費
と
そ
の
効
果
は
。

　
　

経
費
が
か
か
る
こ
と
、

効
果
が
見
え
な
い
こ
と
に
批

判
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

あ
の
日
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

10
年
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
の
ご
縁
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
趣
旨
の
ひ
と

つ
。
当
初
、
候
補
に
挙
が
っ

た
３,

０
０
０
件
に
対
し
て

も
御
礼
状
を
届
け
た
い
。

啓
発
活
動
も
重
要

感
謝
状
の
贈
呈
、
や
り
遂
げ
ら
れ
る
か

町
長
　

６
月
ま
で
に
完
遂
し
た
い

震災10年

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

支
援
事
業
導
入
を

町
長
　
ぜ
ひ
導
入

　
　
　
す
る

助け合い
　
　

骨
髄
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

制
度
が
県
に
あ
る
。
当
町
で

も
助
成
を
し
て
は
。

　
　

県
内
の
１
／
３
の
自
治

体
が
導
入
し
、
入
院
等
で
働

け
な
い
期
間
に
対
し
最
大
14

万
円
助
成
で
き
る
。
当
町
で

問

答

　
　

２
回
目
の
接
種
を
終
え

る
の
は
い
つ
に
な
る
か
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
入
荷
量
が
示

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
国
や

県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

円
滑
に
接
種
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
準
備
し
た
い
。

　
　

無
電
柱
化
に
対
す
る
町

の
考
え
は
。

　
　

災
害
の
激
甚
化
等
に
よ

り
必
要
性
が
増
し
て
い
る
が
、

課
題
も
多
く
全
国
的
に
進
ん

で
い
な
い
。
国
及
び
県
と
連

携
を
図
り
検
討
し
た
い
。

　
　

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

導
入
は
。

　
　

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
は
実
証
事
業
を
検
証
し
本

格
導
入
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は

来
年
度
の
本
格
運
行
に
向
け

て
準
備
を
進
め
、
実
証
運
行

中
の
入
谷
林
際
以
外
の
地
域

で
の
展
開
も
検
討
し
た
い
。

問答

問答

る
路
線
だ
が
、
周
回
す
る
復

旧
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
事

業
の
実
施
は
制
度
上
困
難
。

　
　

歩
行
者
目
線
と
自
転
車

目
線
で
の
道
路
整
備
は
。

　
　

緊
急
性
の
高
い
路
線
で

は
歩
道
等
の
追
加
整
備
を
検

討
。
今
後
の
交
通
形
態
や
地

域
の
要
望
等
を
伺
い
財
源
に

照
ら
し
整
備
を
検
討
し
た
い
。

﹁
宮
城
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
﹂
に
お
い
て
、
観

光
資
源
や
震
災
遺
構
・
伝
承

の
利
用
活
性
化
を
目
的
に
自

転
車
利
用
環
境
整
備
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

も
ぜ
ひ
導
入
し
、
環
境
整
備

を
お
こ
な
い
た
い
。

　
　

ド
ナ
ー
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　
　

献
血
会
場
に
冊
子
を
配

置
し
た
り
、
福
祉
ま
つ
り
で

の
啓
発
な
ど
を
お
こ
な
う
。
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答

答

問答 答

問

答

問

問

問

答問

問

問

問

答

問
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豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険

問

　
　

入
谷
地
区
の
長
年
の
要

望
で
あ
る
、
横
断
１
号
線
改

良
工
事
は
着
手
を
し
た
が
、

進
捗
が
見
え
な
い
状
況
、
完

成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　

現
在
の
進
捗
状
況
は
一

期
区
間
30
％
、
令
和
４
年
度

の
完
成
を
目
指
し
事
業
を
進

め
て
い
る
。

　
　

道
路
整
備
交
付
金
事
業

の
交
付
額
が
厳
し
い
実
情
と

の
事
だ
が
、
交
付
額
は
。

　
　

近
年
、
当
該
交
付
金
事

業
は
要
望
に
対
し
、
１
割
に

も
満
た
な
い
交
付
額
に
と
ど

ま
り
、
早
期
完
成
に
向
け
、

国
、
県
に
対
し
財
源
確
保
の

働
き
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

一
期
の
工
事
区
間
は
秋

目
川
か
ら
天
神
間
で
、
二
期

工
事
は
小
森
か
ら
秋
目
川
間

を
計
画
し
、
工
事
は
同
時
完

了
を
計
画
し
て
い
る
と
の
事

だ
が
進
捗
は
大
丈
夫
か
。

　
　

国
、
県
の
交
付
金
が
厳

答

横
断
１
号
線
の
完
了
時
期
は

町
長
　
早
期
完
了
に
向
け
要
望
活
動
を
行
う

町道整備

答

答

答

問

答
　
　

県
が
策
定
し
た
藻
場
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、
本
町

が
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
実
効
性
の
あ
る
効

率
的
な
藻
場
の
保
全
、
再
生

の
考
え
は
。

　
　

藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
藻

場
の
回
復
を
図
る
た
め
、

国
・
県
が
策
定
し
た
﹁
磯
焼

け
対
策
﹂
を
中
心
と
し
た
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
を
一
体

的
に
取
り
組
む
行
動
計
画
で

本
町
も
海
域
整
備
候
補
地
と

し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
現

時
点
で
は
ウ
ニ
に
よ
る
食
害

問

アラメ藻場

ウニの間引き作業

う
が
考
え
は
。

　
　

石
巻
の
表
浜
地
区
が
、

先
行
し
て
設
置
の
た
め
の
測

量
設
計
を
進
め
て
い
る
の
で

状
況
を
見
な
が
ら
決
定
し
た

い
。
カ
キ
殻
ブ
ロ
ッ
ク
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
２

種
を
入
れ
効
果
の
高
い
方
を

導
入
す
る
。

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
早
期

完
了
を
目
指
し
、
財
源
確
保

に
要
望
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
　

用
地
買
収
は
、
ほ
ぼ
完

了
と
の
事
、
危
険
箇
所
の
支

障
木
処
理
な
ど
は
、
早
期
に

処
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
　

買
収
し
た
立
木
な
ど
は

工
事
の
中
で
処
理
を
考
え
、

危
険
箇
所
は
対
応
す
る
。

　
　

工
事
の
実
施
は
、
飛
び

飛
び
工
事
だ
、
そ
の
考
え
は
。

　
　

継
続
し
て
工
事
を
進
め

る
よ
う
検
討
す
る
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

髙
橋 

兼
次 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

答

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら

磯
焼
け
の
進
行
を
抑
え
再
生

さ
せ
る
た
め
に
は
ウ
ニ
の
密

度
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

　
　

当
町
の
事
業
内
容
は
。

　
　

藻
場
の
入
っ
て
い
な
い

砂
地
に
漁
礁
︵
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
︶
を
設
置
し
、

藻
場
に
い
る
ウ
ニ
を
そ
こ
に

移
し
て
給
餌
す
る
。

　
　

当
町
の
再
生
目
標
は
。

　
　

話
し
合
い
の
中
で
２
、

３
カ
所
希
望
が
出
た
よ
う
だ

が
、
漁
協
な
ど
を
交
え
て
こ

れ
か
ら
の
検
討
と
な
る
。
目

標
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　

以
前
に
提
案
し
た
施
肥

ブ
ロ
ッ
ク
の
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
機
会

に
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
思

　
　

漁
業
者
の
求
め
る
藻
場

の
回
復
は
広
範
囲
な
取
り
組

み
で
あ
り
コ
ン
ブ
・
ア
ラ
メ

等
を
養
殖
し
植
え
付
け
る
取

り
組
み
を
推
奨
す
べ
き
で
は
。

　
　

当
町
で
も
ア
ラ
メ
種
苗

に
取
り
組
ん
で
い
る
漁
業
団

体
も
あ
る
の
で
、
広
げ
て
い

く
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
　

事
業
終
了
後
も
、
海
の

維
持
管
理
は
継
続
す
べ
き
と

思
う
が
考
え
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
水
産

業
は
基
幹
産
業
で
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

全
町
民
参
加
型
の
磯
焼

答

答 問

答 問

問

災
害
危
険
区
域
の
対
応
策
は

町
長
　
水
害
・
土
砂
災
害
区
域
へ
の
備
え

　
　
　

は
周
知
徹
底
を
進
め
る

災害復旧
　
　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
土
砂
災
害
や
濁
流
で
浸

水
災
害
な
ど
が
多
く
発
生
し

て
い
る
。
危
険
区
域
内
で
生

活
を
し
て
い
る
方
々
が
い
る

事
か
ら
、
周
知
徹
底
と
、
危

険
区
域
の
対
応
・
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

１
０
０
カ
所
あ
り
、
そ
の
う

ち
92
カ
所
は
最
も
危
険
と
指

定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
末

に
は
１
６
４
カ
所
の
追
加
指

定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
周

知
、
対
応
・
対
策
は
、
警
戒

避
難
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

行
政
区
に
お
い
て
住
民
説
明

会
を
行
い
、
避
難
場
所
や
経

路
を
確
認
等
し
、
内
容
を
反

映
さ
せ
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
を
し
て
い
る
。

　
　

避
難
施
設
は
、
各
公
共

施
設
や
行
政
区
の
公
民
館
を

考
え
て
い
る
が
、
避
難
場
所

ま
で
の
経
路
や
駐
車
場
な
ど

の
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

地
域
防
災
計
画
に
掲
げ

る
指
定
条
件
に
照
ら
し
、
高

台
の
公
共
施
設
や
地
域
集
会

所
等
、
52
カ
所
を
指
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
経
路
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
道
路
幅
が
あ

る
こ
と
や
危
険
箇
所
を
通
行

し
な
い
経
路
を
基
本
と
し
、

既
存
の
道
路
網
を
避
難
経
路

と
位
置
付
け
、
主
要
道
路
沿

町
民
一
丸
と
な
り
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要

町
長
　
自
然
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
大
き
な
責
務
が
あ
り
、

　
　
　

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く

磯焼け対策

け
対
策
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
団
体
で
構

成
す
る
環
境
保
全
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
事
と
し
て
お
り
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
湾
内
の

環
境
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
様
な
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　

地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、

町
民
全
て
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
粘
り
強
い

長
期
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。
町
が
中
心
と
な
り

植
林
活
動
を
推
進
す
べ
き
で

は
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
柱

で
あ
る
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
を
後

押
し
す
る
事
に
な
る
。

　
　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

環
境
保
全
協
議
会
は
、
環
境

の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
行
う
よ
う
な
取
り
組
み
、

森
・
里
・
川
の
環
境
保
全
に

資
す
る
と
い
う
目
的
を
掲
げ

て
立
ち
上
げ
る
。

　
　

町
長
は
資
源
を
活
か
し

て
基
盤
産
業
の
水
産
・
観
光

を
成
長
さ
せ
、
町
民
が
明
る

く
暮
ら
せ
る
街
に
し
た
い
と

す
る
が
具
体
的
な
政
策
は
。

　
　

第
一
段
階
と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
て
生
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
。
生
産
者
、
商
業

者
に
ラ
ベ
ル
を
利
用
し
て
も

ら
い
一
部
を
還
元
し
、
金
が

循
環
す
る
ラ
ム
サ
ー
ル
に
対

し
て
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。

問問 答 答

　
　

ほ
か
の
地
区
内
横
断
線

の
現
状
を
確
認
す
る
と
、
整

備
が
必
要
な
時
期
だ
と
思
う
。

対
策
を
考
え
て
は
。

　
　

国
か
ら
の
交
付
金
を
活

用
し
、
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
町
に
求
め
ら

れ
る
負
担
割
合
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
計
画
整
備
や
維
持

修
繕
を
検
討
中
で
あ
る
。

い
に
避
難
誘
導
標
識
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

駐
車
場
の
対
策
と
し
て
の

整
備
は
予
定
し
て
な
い
の
で
、

現
行
の
施
設
の
駐
車
場
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

人
命
・
財
産
の
被
害
を

最
小
化
す
る
た
め
に
も
、
対

策
を
考
え
て
は
。

　
　

危
険
区
域
が
広
範
囲
に

あ
り
、
対
応
・
対
策
は
厳
し

い
状
況
下
で
あ
る
。

早期完成を望む横断１号線



今
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雄
紀 

議
員

答 問 答

問 答

答

答

問

問問答問

問

問

答

問

問

問

答
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もっと広いところで歩き回ってほしい

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
高
齢

化
社
会
で
の
健
康
増
進
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
可
能
で
は
。

　
　

ク
ラ
ブ
１
本
と
ボ
ー
ル

１
個
で
、
誰
で
も
楽
し
め
る

親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

こ
こ
数
年
ブ
ー
ム
と
な
り
競

技
人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
幅
広
い
年
代
が
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
、

体
力
向
上
、
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
。

　
　

旧
松
原
公
園
、
入
谷
ひ

こ
ろ
の
里
、
歌
津
商
店
街
付

近
、
田
束
山
、
旧
戸
倉
小
跡

地
付
近
、
旧
戸
倉
中
グ
ラ
ン

ド
、
神
割
崎
な
ど
有
効
活
用

で
き
な
い
か
。

　
　

18
ホ
ー
ル
で
２
ha
必
要

で
、
そ
れ
以
外
に
も
駐
車
場
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
分
も
必
要

だ
。
気
仙
沼
の
コ
ー
ス
は
４

ha
あ
る
。
旧
戸
倉
小
付
近
は
、

１.

５
ha
し
か
な
い
。
神
割

答

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

町
長
　
最
低
限
の
条
件
で
も
一
定
の
面
積
の
確
保
が
困
難

健康増進

問

答 問

答

答

答

答

答

答
　
　

第
１
期
総
合
戦
略
を
作

成
し
実
現
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
成
果
と
課
題
は
。

　
　

毎
年
度
、
客
観
的
な
検

証
を
行
い
、
14
施
策
29
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
社
会

環
境
の
変
化
な
ど
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ

評
価
で
は
半
分
未
満
の
達
成

で
あ
る
。

　
　

目
標
達
成
の
主
な
事
業

は
。

　
　

１
期
の
婚
活
支
援
事
業

は
イ
ベ
ン
ト
色
が
強
く
、
カ

ッ
プ
ル
成
立
を
ゴ
ー
ル
と
し

て
10
件
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
た
。

中間管理住宅（改修した旧入谷駐在所）
充分広いようだけど

　
　

事
業
ご
と
に
目
標
値
、

指
標
を
設
定
。
正
確
な
評
価

を
す
る
た
め
、
全
事
業
に
Ｋ

Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
た
。
２
年
度

の
ス
タ
ー
ト
だ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
事
業
が
出
来

な
い
な
ど
影
響
が
出
て
い
る
。

計
画
目
標
達
成
の
た
め
進
む
。

　
　

婚
活
支
援
事
業
の
現
状

崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ら
２
〜
３

ha
と
れ
る
が
、
大
会
が
開
け

る
コ
ー
ス
に
す
る
に
は
造
成

が
必
要
だ
。
県
内
に
30
カ
所

あ
り
、
認
定
さ
れ
て
い
る
コ

ー
ス
は
13
カ
所
あ
る
。
そ
れ

も
皆
、
近
隣
に
あ
る
。
地
元

に
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
人

は
い
な
い
。
そ
れ
に
ま
だ
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
の
協
会
も
発
足

し
て
い
な
い
。

　
　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
活
用
し
て
施
設

整
備
が
で
き
な
い
か
。

　
　

整
備
費
用
の
資
金
調
達

と
し
て
、
今
後
の
財
政
運
営

か
ら
み
れ
ば
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
特
定
の
事
業
に

限
ら
ず
、
様
々
な
事
業
分
野

に
お
い
て
積
極
的
に
活
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

近
隣
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
利
用
す
る
時
、
乗
り
合

い
で
行
っ
た
場
合
、
乗
せ
ら

れ
た
方
が
、
ガ
ソ
リ
ン
代
に

気
兼
ね
な
く
乗
せ
ら
れ
る
た

め
に
、
３
０
０
円
と
か
５
０

０
円
ぐ
ら
い
の
利
用
券
を
補

助
で
き
な
い
か
。

　
　

他
市
町
村
の
公
の
施
設

を
個
人
的
に
利
用
し
た
時
の

補
助
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と

の
公
平
性
か
ら
も
困
難
だ
。

　
　

公
民
館
行
事
と
し
て
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
で
き
な
い
か
。

　
　

で
き
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
公
民
館
で
競
技
種
目
を

決
め
る
の
で
は
な
く
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
会
が
、
今
後

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
何
を
普
及
さ
せ
る
の
か

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。
競

技
人
口
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

有
効
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
は
っ

き
り
す
れ
ば
、
拒
む
も
の
で

は
な
い
。
近
隣
で
は
競
技
人

口
が
増
え
て
い
る
が
、
全
国

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
　

人
に
や
さ
し
い
３
世
代

楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ー
ツ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
、

将
来
的
に
全
町
的
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
け
る
夢
を
見
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
の
だ
が
。

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
み
な

ら
ず
、
世
代
間
交
流
を
含
め
、

各
地
区
の
予
選
会
を
含
め
、

町
の
大
会
と
し
て
不
可
能
で

は
な
い
。
お
と
と
し
の
11
月

松
原
公
園
の
開
園
の
時
に
、

町
内
の
企
業
に
勤
め
て
い
る

方
た
ち
と
外
国
か
ら
研
修
に

来
て
い
る
方
た
ち
と
の
交
流

の
大
会
が
、
町
民
運
動
会
が

で
き
な
い
で
い
る
中
で
開
催

さ
れ
た
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

菅
原 

辰
雄 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

第
２
期
総
合
戦
略
の
考
え
は

町
長
　
活
力
あ
る
地
域
社
会
維
持
の
た
め
計
画
達
成
へ

総合戦略

問

　
　

主
な
未
達
成
事
業
と
、

そ
の
要
因
と
見
通
し
は
。

　
　

交
流
人
口
拡
大
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
で
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
が

必
要
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
地
方
移
住
の
風
が
吹
い
て

お
り
活
用
に
向
け
進
む
。

　
　

２
期
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

と
課
題
は
。

　
　

婚
活
事
業
の
目
標
を
結

婚
と
し
た
。
２
年
度
は
１
組

が
成
婚
。
年
齢
的
な
面
な
ど

で
交
際
に
至
ら
な
い
、
活
動

を
し
な
い
人
も
お
り
、
申
込

み
も
先
着
順
か
ら
選
択
制
に

す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
運
営
は

教
育
長
　
教
師
の
負
担
軽
減
の
た
め
全
校
に
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
設
置

教育環境
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
運

営
現
状
と
課
題
は
。

　
　

長
期
休
業
に
よ
る
学
習

の
保
障
は
夏
休
み
の
短
縮
、

行
事
の
精
選
で
改
善
し
た
。

今
後
に
備
え
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
整
備
し
学
習
保
障
に
備

え
た
。
朝
の
検
温
で
の
教
師

の
負
担
軽
減
の
た
め
全
校
に

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。

　
　

全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

顔
の
見
え
る
対
面
式
で
行
う

の
が
良
い
と
思
う
が
。

　
　

対
面
式
が
良
い
。
国
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面

式
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
て
い
く
の
が
良
い
。

　
　

児
童
生
徒
の
学
力
の
現

状
と
対
策
は
。

　
　

児
童
生
徒
の
学
力
は
全

国
・
県
と
の
比
較
で
特
別
低

く
は
な
い
。
元
年
度
は
全

国
・
県
と
同
程
度
で
あ
る
。

町
の
学
力
向
上
対
策
委
員
会

を
中
心
に
、
学
習
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
や
家
庭
学
習
の
手
引
き

の
作
成
、
授
業
ス
タ
イ
ル
の

統
一
、
小
中
学
校
、
切
れ
目

な
い
学
習
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
　

不
登
校
児
童
生
徒
の
現

状
と
対
策
は
。

　
　

友
人
関
係
や
学
力
不
振

な
ど
様
々
な
要
因
で
不
登
校

は
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
集

団
学
習
へ
の
不
安
を
訴
え
る

家
庭
も
あ
る
が
、
予
防
策
を

説
明
し
理
解
を
得
る
よ
う
各

学
校
に
伝
え
て
い
る
。
は
ま

ゆ
り
教
室
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
保
健
師
と
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。
行
き
た

く
な
る
学
校
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
新
規
の
不
登

校
が
減
少
す
る
な
ど
成
果
も

※

Ｋ
Ｐ
Ｉ…

K
ey P

erfo
r-

m
an

ce In
d
icato

r 

の
略
。

政
策
ご
と
の
達
成
す
べ

き
成
果
指
標
。

　
　

総
務
常
任
委
員
会
で
提

案
を
し
た
中
間
管
理
住
宅
の

現
状
と
県
の
対
応
は
。

　
　

入
谷
地
区
の
旧
駐
在
所

を
改
修
し
て
い
る
。
県
の
担

当
者
も
四
万
十
町
の
情
報
を

持
っ
て
お
り
情
報
交
換
を
し

た
が
、
明
確
な
返
事
は
な
い
。

問

問



答

問答

答

問

問
答

答

答 答
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町
長
　
産
直
事
業
者
等
を
公
募
す
る

海の恩恵

答

問

問

答

問

答

問

ハ
マ
ー
レ
歌
津

答

問答 し
て
き
た
。
23
・
９
ｍ
の
よ

う
な
対
策
は
講
じ
て
き
て
い

な
か
っ
た
。
対
策
本
部
で
は

10
ｍ
の
放
送
は
し
た
が
、
あ

の
状
況
で
私
は
聞
い
て
い
な

い
。

　
　

海
岸
か
ら
内
陸
へ
津
波

が
駆
け
上
が
る
高
さ
を
﹁
遡

上
高
﹂
と
い
う
が
、
そ
の
大

事
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
検
証
結
果
を
ま
と
め

防
災
計
画
に
反
映
す
べ
き
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　

　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
想
定
を

超
え
る
状
況
だ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
後
付
け
の
専
門
家

の
資
料
と
現
場
と
で
は
相
反

す
る
。
あ
な
た
も
当
時
職
員

だ
っ
た
の
に
、
第
三
者
的
に

喋
っ
て
い
る
が
残
念
で
あ
る
。

　
　

町
民
向
け
と
観
光
客
用

の
避
難
誘
導
標
識
を
設
置
す

べ
き
で
あ
る
。

　
　

本
年
度
予
算
で
実
施
す

る
。
多
言
語
標
記
も
あ
る
。

　
　

計
画
で
は
徒
歩
避
難
だ

が
、
観
光
客
を
巻
き
込
ん
で

の
訓
練
も
必
要
で
は
。

　
　

上
の
山
周
辺
の
整
備
は
、

階
段
の
設
置
も
含
め
て
検
討
。

現
段
階
で
は
、
志
津
川
小
に

避
難
す
る
計
画
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

及
川 

幸
子 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

グ
リ
ー
ン
の
法
則
︵
遡
上
等
︶
を
運
用
す
べ
き

町
長
　
対
策
本
部
は
10
ｍ
と
放
送
す
る
も
町
長﹁
予
測
不
可
能
﹂

震災の検証

　
　

ハ
マ
ー
レ
歌
津
の
南
側

工
事
中
だ
が
、
利
用
計
画
は
。

　
　

三
島
神
社
側
１.

２
ha

は
緑
地
公
園
祈
り
の
場
と
遊

具
を
設
置
し
た
多
目
的
広
場

と
な
る
。
０.

７
ha
は
事
業

用
地
で
あ
る
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
と
ハ

マ
ー
レ
は
同
じ
民
間
会
社
が

や
っ
て
い
る
が
、
格
差
を
感

じ
る
が
ど
ん
な
事
業
計
画
な

の
か
。

　
　

や
っ
と
住
民
と
の
協
議

が
出
来
た
の
で
ハ
マ
ー
レ
か

ら
枡
沢
ま
で
回
遊
性
を
も
た

ら
せ
た
い
。
５
区
画
の
内
１

つ
は
倉
庫
、
４
区
画
は
公
募

し
て
き
め
る
。

　
　

管
の
浜
は
デ
コ
ボ
コ
土

地
だ
が
整
備
し
な
い
の
か
。

　
　

各
事
業
者
で
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　

ど
ん
な
補
助
事
業
が
あ

る
の
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
事
業
内
容
に

よ
っ
て
違
う
の
で
早
め
に
相

談
に
来
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

夏
頃
ま
で
と
思
う
。

　
　

歌
津
は
う
に
・
あ
わ

び
・
ほ
た
て
・
わ
か
め
・
か

き
・
た
こ
と
美
味
し
い
も
の

が
沢
山
あ
り
、
地
域
交
流
の

活
性
化
に
繋
が
る
。

○請願１の１

　御前下地内における水害対策に関する請願書

　　御前下地内の水路が震災前からの水路となっており、昨今の台風や短時間豪雨の度に

　溢れ、道路及び近隣店舗や倉庫に浸水していることから、早急に適切な大きさの水路へ

　の入替をお願い申し上げます。

　　請願者　有限会社　山藤運輸　代表取締役　佐藤　克哉  外24人

　　紹介議員　佐藤　正明 

請　願　書

議
案議

審
３月臨時会

問 問

問

答問答

問

問新
型
コ
ロ
ナ
対
応

て
ん
こ
盛
り
商
品
券
精
算

地
方
創
生
推
進

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

基
金
寄
付
３
団
体

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
コ
ロ

ナ
対
策
は
減
額
が
多
く
見
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
数
は
。

　
　

１
次
で
16
事
業
、
２
次

で
30
事
業
を
実
施
し
、
一
般

財
源
で
２
月
は
３
８
０
０
万

円
、
交
付
金
で
３
億
４
０
０

万
円
と
な
り
、
過
不
足
分
を

補
正
。

　
　

て
ん
こ
盛
り
商
品
券
の

実
績
は
。

　
　

１
億
５
千
万
円
の
う
ち

42
万
円
減
額
補
正
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄

付
金
の
使
い
道
は
。

　
　

志
高
魅
力
化
事
業
と
伝

承
館
の
整
備
に
活
用
。

答 問答 問答 問

この請願書は、産業建設常任委員会へ付託されました。

【請願の要旨】

答 問

介
護
サ
ー
ビ
ス
改
善

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
・
設
備
及

び
運
営
基
準
の
一
部
改
正
。

︿
主
な
内
容
と
し
て
﹀

・
利
用
者
の
人
権
の
擁

護
、
虐
待
の
防
止
。

・
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
夜
勤
職
員
等
の

配
置
基
準
の
緩
和
。

・
事
業
者
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
。

・
業
務
継
続
計
画
等
の

策
定
、
研
修
や
訓
練
の

実
施
の
義
務
付
け
。

・
掲
示
物
を
フ
ァ
イ
ル

化
。

・
ケ
ア
の
質
を
維
持
し

つ
つ
、
人
材
確
保
や
職

員
の
定
着
を
目
指
し
、

１
ユ
ニ
ッ
ト
の
定
員
を

10
人
以
下
か
ら
15
人
ま

で
と
す
る
。

答 問答 問答 問答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
規

制
緩
和
の
中
で
現
状
で
の
改

正
に
よ
っ
て
負
担
増
と
な
ら

な
い
か
。

　
　

業
務
の
継
続
計
画
を
明

文
化
で
論
理
づ
け
る
が
、
負

担
増
と
な
る
部
分
も
あ
る
。

　
　

３
年
の
経
過
措
置
で
大

丈
夫
か
。

　
　

期
間
内
に
や
る
事
が
必

要
で
、
事
業
者
、
利
用
者
に

有
利
な
ら
ば
早
く
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
事
業

所
の
定
員
を
弾
力
的
に
運
用

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　

町
長
の
認
可
が
あ
れ
ば

可
能
。

　
　

施
設
利
用
者
の
面
会
は
。

　
　

リ
モ
ー
ト
面
会
が
施
設

で
進
ん
で
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
電
磁

的
記
録
と
は
。

　
　

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
や
内
容
を
、
パ
ソ
コ
ン
や

磁
気
媒
体
で
記
録
し
、
引
き

継
ぎ
や
転
所
時
に
も
活
用
で

き
る
。

※

グ
リ
ー
ン
の
法
則
に
つ
い

て
注
釈…

津
波
の
高
さ
は
、

海
域
幅
の
平
方
根
に
反
比
例

し
、
水
深
の
四
乗
根
に
反
比

例
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
か

の
条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

海
域
の
幅
が
四
分
の
一
に
な

る
と
津
波
の
高
さ
が
二
倍
に

な
る
。
湾
の
地
形
が
Ⅴ
字
形

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

津
波
が
幅
の
狭
い
湾
奥
に
侵

入
す
る
ほ
ど
、
海
域
の
幅
が

小
さ
く
な
り
、
水
深
も
浅
く

な
る
の
で
、
湾
奥
近
く
で
は

津
波
は
極
め
て
高
く
増
幅
さ

れ
る
。
リ
ア
ス
式
海
岸
な
ど

で
入
り
組
ん
だ
地
形
の
沿
岸

で
は
津
波
が
増
幅
す
る
の
は

こ
の
た
め
で
あ
る
。

算
正補

予
３月臨時会

に
ぎ
わ
い
を
呼
び
戻
そ
う
ハ
マ
ー
レ
歌
津
！

　
　

津
波
の
遡
上
・
増
幅
・

氾
濫
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン

の
法
則
を
知
っ
て
い
る
か
。

　
　

波
高
・
海
域
幅
・
水
深

を
基
に
計
算
し
て
津
波
の
高

さ
を
図
る
。

　
　

一
般
人
は
知
ら
な
く
て

も
、
防
災
関
係
者
は
知
っ
て

い
て
当
た
り
前
の
よ
う
だ
。

志
津
川
湾
の
計
測
は
。

　
　

手
元
に
資
料
が
な
い
。

　
　

泊
崎
か
ら
神
割
崎
ま
で

６
㎞
、
深
さ
43
ｍ
、
黒
崎
ま

で
７.

８
㎞
で
あ
る
。
対
策

本
部
で
も
こ
の
地
形
か
ら
の

津
波
を
予
測
す
べ
き
で
は
。

　
　

当
時
、
情
報
が
全
く
途

絶
状
態
で
、
３
時
に
津
波
到

達
６
ｍ
し
か
情
報
が
入
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

　
　

８
回
連
載
の
河
北
新
報

に
町
長
は
﹁
５
・
５
ｍ
の
防

潮
堤
も
あ
る
か
ら
、
６
ｍ
の

津
波
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

ま

だ

危

機

感

が

な

か

っ

た
。
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、

私
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　

た
だ
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
町
民
を
高
台
へ
避
難
さ

せ
る
と
い
う
使
命
が
あ
っ
た

か
ら
。

　
　

震
災
前
毎
年
防
災
訓
練

を
上
の
山
で
行
い
対
策
本
部

も
同
じ
場
所
で
し
た
が
、
当

時
対
策
本
部
は
防
災
庁
舎
だ

っ
た
の
か
。

　
　

専
門
家
の
方
々
の
想
定

を
前
提
と
し
て
津
波
対
策
を
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

町民が安心して暮らせるまちづくりを

調査の目的

　東日本大震災をはじめとする

多くの災害に何度も見舞われて

きた当町において、防災・減災

への取り組みが極めて重要であ

ることは論を待たない。その防

災行政の現状と課題について調

査する。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　令和３年２月２５日、
役場庁舎において総務課
危機管理担当職員から、
消防・防犯体制、土砂災
害への備え、地震・津
波・原子力災害への備え
について、聞き取り調査
をおこなった。

　本町では、東日本大震災以降、

人口減少及び少子高齢化が加速

度的に進展し、持続可能なまち

づくりを目指すうえでの大きな

課題となっている。また、その

課題を解消すべく子育て支援や

移住・定住人口の拡大に向けた

施策を展開しているものの、人

水戸辺川　最上橋

産業建設
常任委員会

　令和３年２月１９日、
役場庁舎において保健福
祉課職員から、町の出生
率向上の対策及び乳幼児
・幼児の子育て環境施策
について、聞き取り調査
をおこなった。

調査の目的

インフラ整備事業について
調査の目的

　東日本大震災から１０年が経

過し、被災した橋梁は新たに整

備されたが、被災を免れた橋梁

は老朽化が進み長寿命化に向け

て修繕または架け替えが今後求

められてくる。

　令和元年の台風１９号による

暴風雨での河川の被害もあり、

　令和３年２月２５日、
役場庁舎において建設課
職員から、橋梁長寿命化
修繕計画について、聞き
取り調査をおこなった。

総　務
常任委員会

ればならない。

　地震、津波への備えはこの１

０年間常に念頭においてまちづ

くりに取り組んできたが、原子

力災害への備えはまだ万全とは

言えない。今後、「原子力災害

対策における広域避難等計画」

の見直しがおこなわれるが、そ

の内容を注視していく必要があ

る。

　防災は幅広い分野であり、さ

　建設課担当者からの背景と今

後の見通しの説明を受けた。１

１１の橋梁があり、建設後５０

年を経過した高齢化橋梁は現在

のところ３０％であるが、２０

年後には約９０％に達する見込

みである。

　日々の通常点検、５年毎の定

期点検、災害時の異常時点検を

通じ維持管理を行い健全度の把

握に努めている。

　損傷・劣化が大きくなってか

ら対策を実施する事後保全から、

それらが小さいうちから対策を

実施する予防保全へと移行する

ことで、小規模補修低コスト化

を目指すこととしている。

　令和３年度は水戸辺川の最上

橋と滝浜川の滝浜橋を修繕対象

としているため、継続調査とす

る。

口減少問題は歯止めが利かない

現状である。

　よって、子供を産みやすく、

そして子育てしやすい環境を整

えることが最重要課題であると

の考えから、町の子育て環境に

ついて調査をおこなうものであ

る。

　令和２年度は途中経過ながら、

２月４日現在で入所児童は２１

３人で、保留と待機児童は４人

にとどまっている。教育・保育

の無償化等により、利用希望児

童の低年齢化が進んでおり、特

に志津川保育所及び伊里前保育

所において、定員を超える２歳

未満児の利用希望が増加してい

る。

　育児相談は、令和元年は職員

橋梁をより適切に維持管理を行

うために計画的なコスト削減へ

の取り組みが不可欠となる。

　よって、当委員会では、基礎

的なインフラの一部である橋梁

の現状と今後の保全の方法を検

討し、安全性・信頼性を確保す

ることを目的とし、調査を行う

ものである。

５６人で、１１９件の家庭訪問

をおこなった。子育ての孤立を

防ぎ子育てに必要な情報提供で、

適切なサービスに結びつけ、地

域の子どもが健やかに育成でき

る環境整備を図っている。

　本町の出生率に関しては、令

和元年度は５９人で、年度でば

らつきはあるものの減少を続け

ている。令和２年度は現時点で

５０人にとどまっており、出生

率は１．３０である。出生率向

上のための施策として、特定不

妊治療支援事業がある。治療に

らに詳細な調査が必要であるた

め、今後も調査を継続するもの

である。

要した費用から宮城県の助成額

を差し引いた額に対し、町が１

回あたり１５万円を上限として

助成する。令和元年度は９件の

助成をおこなった。委員からは、

出産祝い金を商品券から現金支

給に、１子、２子、３子の出生

の数での祝い金の増額など、出

生率を高めるための提案もあり、

町の最大の問題である少子化に

よる人口減少の歯止め策につい

て調査した。

子育て環境について

災害警戒区域があるが、令和３

年度にはさらに１６０カ所以上

が追加される。必要な改修をお

こなうとともに、適切な避難行

動の周知を図る必要がある。

　防犯という観点からは、特に

徒歩通学へと移行していく中で

の通学路において、防犯灯の不

足があってはならない。関係機

関と連携して、町民が安心して

暮らせるまちづくりを進めなけ

民生教育
常任委員会

　高台団地での生活において脅

威なのが火災と土砂災害である。

令和２年度に全ての消防設備の

復旧が完了し、火災への備えは

整いつつあるが、消防団員のな

り手不足などの課題もある。ま

た、町内には１００カ所の土砂

調査の概要

調査の概要

調査の概要
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現
在
、
小
、
中
、
高
校
生
の
三

人
の
子
供
を
持
つ
親
と
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
を
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べ
た
い
と
思
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ま
す
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小
、
中
学
校
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関
し
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、
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、
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今
、
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変
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す
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端
末
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活
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す
る
事
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は
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思
う
か
ら
で
す
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で

は
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実
際
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参
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の
時
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端
末
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活
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い
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す
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た
ち
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事
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応
し
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い
る
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し
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、
学
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高
校
に
つ
い
て
は
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地
元
に
あ
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志
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新
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し
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て
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す
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引
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町
高
校
魅
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議

会
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議
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重
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高
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人
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人
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を
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町
に
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若
い
人
が
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え
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さ
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な
る
町
の

活
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れ
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と
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い

ま
す
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子
育
て
期
間
の
な
か
で
、
３
つ

の
学
校
に
通
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大
変
な
時
期

に
も
か
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わ
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供
た
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の
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え
ら
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が
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実
感

さ
れ
て
い
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い
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す
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町
、
学
校
、
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、
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会
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手
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と
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合
い
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ま
ち
の
宝
で
あ

る
子
供
た
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の
た
め
、
今
ま
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以

上
の
子
育
て
環
境
を
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っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
全
世
界
的
な
大

事
業
で
す
が
、
当
町
で
も
初

め
て
の
こ
と
で
課
題
を
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決

し
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が
ら
円
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に
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行

え
る
よ
う
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備
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進
め
ら

れ
て
い
ま
す
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ま
た
、
東
日
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大
震
災
か

ら
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部
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事
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か
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タ
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フ
ト
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の

サ
ポ
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が
よ
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て
き
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す
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２
カ
月
後
に
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

制
限
付
き
で
す
が
開
催
さ
れ

る
見
込
み
で
、
県
内
で
も
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ッ
カ
ー
の
試
合
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
活
気
が
出
る
こ
と

を
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し
て
い
ま
す
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議
会
も
町
民
の
皆
様
の
声

を
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映
さ
せ
、
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ナ
禍
で

も
震
災
後
の
ケ
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踏
ま
え
、

明
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い
希
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で
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進
め
て
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い
り
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す
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会
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ら
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ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
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な
れ
ま
す
。

配
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ら
か
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次
回
の
定
例
会
議
は
６
月
開
催
の
予
定

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
傍
聴
の
自
粛
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

山
内
昇
一
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長
が
表
彰

　

令
和
３
年
２
月
９
日
、
地
域
の
振
興

発
展
に
寄
与
し
た
長
年
の
功
績
が
称
え

ら
れ
、
山
内
昇
一
副
議
長
が
全
国
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
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